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《自己評価》
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資料３ 補足



医療機能等指標に係る数値目標

Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
（②ー①）

延外来患者数 (人) 148,857 148,000 145,360 ▲2,640

延入院患者数 (人) 50,167 54,750 56,299 1,549

入院／外来比率 (%) 33.7 37.0 38.7 1.7

新規外来患者数 (人) 6,919 7,000 6,427 ▲573

新規入院患者数 (人) 3,273 3,500 3,469 ▲31

病床利用率 (%) 68.7 75.0 77.1 2.1

①地域医療構想を踏まえた役割の明確化 １



Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
(②ー①)

救急搬送
受入件数 (件)

1,531 1,500 1,452 ▲48

救急車
入院件数 (件)

678 700 679 ▲21

手術件数 (件) 859 1,100 923 ▲177

814 853 773

568

678
679

868 962

715
514 569

737

0

400

800

1200

1600

2015 2016 2017

27年度 28年度 29年度

救急搬送受入件数及び日中夜間推移

外来 入院 内訳 夜間帯※ 内訳 日中帯※

0

200

400

600

800

1000

24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

手術件数 外科 整形外科 眼科 泌尿器科

医療機能等指標に係る数値目標

①地域医療構想を踏まえた役割の明確化 ２



Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
(②ー①)

紹介
患者数 (人)

4,922 3,900 5,435 1,535

逆紹介
患者数 (人)

5,644 4,988 5,856 868

医療機能等指標に係る数値目標

①地域医療構想を踏まえた役割の明確化

紹介患者数 対前年度10.4%増

逆紹介患者数 対前年度3.6%増
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Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
(②ー①)

経常収支比率 (％) 104.7 102.4 103.7 1.3

医業収支比率 (％) 101.3 98.7 100.1 1.4

後発医薬品比率 (％) 42.5 55.0 54.9 ▲0.1

経営指標に係る数値目標

②経営の効率化と具体的な取組み ４



Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
(②－①)

医師数
(常勤)

35 36 39 3

②経営の効率化と具体的な取組み

医師等の人材確保・育成策
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25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

当直を行う常勤医 病棟主治医となる医師 常勤医師数

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度

常勤医師数 35 37 35 37 36 39

当直を行う常勤医 21 19 20 21 22 22

病棟主治医となる
医師

27 26 26 28 28 30

【当直医・病棟主治医 内訳】

５

（単位：人）

（単位：人）



【参考】管理研修資料（グル－プワ－ク成果物）

②経営の効率化と具体的な取組み

医師等の人材確保・育成策

全職種の管理職を
対象とした研修の実施

６













毎月1回近隣の医療関係者を招き症例検討会を実施

平成29年度は9月と2月に救急隊と病院職員合同でワ－ルドカフェ形式の症例検討会を開催

病院の広報活動や情報発信の取り組み

組織横断的な経営検討組織の設置

平成29年度から，NPO法人病院経営支援機構とのコンサル契約を行い，病床利用率の向上，

紹介患者・救急患者増への取り組みを実施

②経営の効率化と具体的な取組み

民間的経営手法の導入

平成28年度より，副院長を２名から３名に増員し，管理体制を強化

経営コンサルの導入
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資料・・・デジタルサイネ－ジコンテンツ一例 ９



関連大学から非常勤医師を招聘し対応

ベンチマークを活用し，年間1,500～1,700万円程度の費用削減効果

②経営の効率化と具体的な取組み

事業規模・事業形態の見直し ／ 経費削減・抑制対策

小児入院体制 (小児二次医療体制整備状況)

後発医薬品促進による効果

28-29年度比較で後発医薬品比率が42.5%→54.9%へ向上

診療材料
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Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
(②ー①)

手術
件数 (件)

859 1,100 923 ▲177

循環器
カテーテル(件)

498 515 565 50

入院診療
単価 (円)

51,381 51,000 50,492 ▲508

外来診療
単価 (円)

19,464 20,000 19,124 ▲876

28年度
①

29年度
②

増減
(②ー①)

増加率

カテーテル（検査） （件） 289 319 30 110.4%

PCI（治療） （件） 104 124 20 119.2%

PMI （件） 27 32 5 118.5%

ABL （件） 67 84 17 125.4%

その他カテーテル手術
（IABP・PTA等）

（件） 11 6 ▲5 54.5％

循環器入院手術稼働金額 （千円） 229,463 264,869 35,406 115.4%

全科入院手術稼働額 （千円） 604,854 662,639 57,785 109.6%

循環器手術稼働比率 （％） 37.9% 40.0% 2.0% ―

②経営の効率化と具体的な取組み

収入増加・確保対策

【循環器カテーテル推移】
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Ｈ28年度
実績値

Ｈ29年度
計画値①

Ｈ29年度
実績値②

差分
(②ー①)

病床利用率 (%) 68.7 75 77.1 2.1

②経営の効率化と具体的な取組み

病床利用率向上のための取組み

救急搬送受入れ強化

ベッドコントロール体制の構築

救急ホットラインの受付体制強化，救急搬送症例検討会の実施

近隣の介護付有料老人ホーム等との後方連携契約を締結

外来師長，各病棟師長並びに医療ソーシャルワーカーとの連携
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ご清聴ありがとう
ございました。


